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鈴木下水道部長

下水道施設課：竹村参事・真間主幹・一ノ瀬補佐・関野

　　　　　　　浅井辻堂浄化センター長・加藤大清水浄化センター長

２　「湘南ふじさわ下水道ビジョン」第２期アクションプログラムの策定について

３　その他

　（１）江の島弁天橋圧送管の漏水事故について

　（２）山野神雨水貯留管築造工事の状況について

【質疑】

審 議 等 の 概 要

２　「湘南ふじさわ下水道ビジョン」第２期アクションプログラムの策定について
　第１期アクションプログラムの評価及び第２期アクションプログラムの実施方針につい
　て説明。

【質疑】

　　きなかったということでよいか。

　《回答》地震対策として浮上防止対策をするマンホール数のうち、液状化の際に浮き上
　　　　　がり量を計算し、浮上が大きい箇所で対策工事が必要なマンホールが３箇所と

　《回答》計画はあるが実施には至っていないという現実です。汚れを取り除くという合
　　　　　流式下水道の目的として位置づけておりましたが、既成市街地のため工事が難
　　　　　しい現実でございました。そのため、効果的な方法での見直しについて今回、
　　　　　皆様に諮らせていただきました。

　④資料２の裏面の第１期アクションプログラムの評価について、歳出規模や、何回研修
　　会を行ったかなど実績を附属としてだしたほうがわかりやすいのでは。
　《回答》平成２８年度決算の整理が終わり次第、費用等の関連づけを行いお示しします。

　　　　　なったものです。資料についてわかりやすく表現するよう努めてまいります。
　

　　　　　よる対策であれば目標が達成できると考えております。
　
　②当初の計画では、雨水貯留池を作る計画はなかったのか。
　《回答》当初計画の対策のひとつとして雨水貯留池の計画はありましたが、コスト面か
　　　　　ら低い方を優先しておりました。

　③辻堂浄化センターに雨水貯留池を作る計画は、費用対効果から見るとトータル的にコ
　　ストが低くよいと思います。今回計画から除外された鵠沼南部貯留管は、現実的にで

　
　⑤資料２の裏面で、耐震化マンホール数の計画値３０箇所に対し、実績値３箇所、評価
　　が「計画通り実施」となっていますが、どのようなことか。

《議題》
審 議 等 の 概 要 １　合流式下水道緊急改善事業アドバイザー会議（第２回）について　

　第３期変更計画案について説明。

　①今回の変更計画が実現できないことがないのか、どの程度まで計画の検討が済んで

　《回答》汚濁負荷の対策手法については、国が合流式下水道緊急改善事業を創設した際、
　いるのか。

　　　　　新たな技術開発がなされており、その導入を検討しておりました。しかし既存
　　　　　の施設にはなじまなかったため、現状の状況から踏まえて雨水貯留池の新設に
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（１）江の島弁天橋圧送管の漏水事故について

（２）山野神雨水貯留管築造工事の状況について
　　山野神雨水貯留管築造工事の状況報告。８月下旬にシールド機の発進予定で、８月２１
　日に安全祈願発進式を執り行う予定。また、１０月上旬にはシールド機の屈伸が進み、
　下水道工事のＰＲも踏まえ現場見学会を開催予定。

　　　　　オリンピックの開催を控え、より一層、安全面を強化するため、緊急的な措置
　　　　　と来年度の取替えをまず優先してまいります。今後、さまざまな課題を整理し、
　　　　　２条化も目標として進めてまいります。

そ　　 の　　 他

　　　　　藤沢市が準用河川として、白旗川の整備を進めておりますが、まだ上流の整備

　　　　　後、下流の幹線の改修や河川改修の整備が進みますと１時間当たり５０ミリ
　　　　　の降雨に対して、対処できるものと考えております。

　　　　　工事を行っている善行山野神地区からの雨水は白旗川に流れ込んでおり、

　　　　　が終わっていない状況となっております。
　　　　　また、貯留管の整備箇所では、先行してボックスカルバートの整備も行って
　　　　　おり、かなりの水が貯留できるので浸水被害が軽減できると考えており、今

＜日程変更のお知らせ＞
　次回、第３回下水道運営審議会は、８月３１日（木）１４時から開催。

　⑨貯留管の直径は何メートルか。
　《回答》直径２．６メートル、延長は６００メートルで、貯留量は学校の２５メートル

　⑩貯留管で貯めた水を川に放流した場合、川が吸収できるのか。
　《回答》山野神雨水貯留管築造工事は河川と一体的な整備が必要と考えております。

　　　　　プールで約８杯（約３，０００トン）です。

　《回答》橋の老朽化もございますが、それ以上に管渠の老朽化が進んでいる状況です。

　⑥下水道整備の目的は、下水道法の内水氾濫と公衆衛生の２つです。資料２の裏面、公
　　衆衛生からみると普及率となりますが、計画値９５％で実績値９６％となっているこ

　《回答》当初、ビジョンで設定した重点対策地区は１３地区あり、重点地区の床上浸水
　　　　　被害（内水氾濫）戸数は２４０戸ありました。平成４２年度までの目標値は、
　　　　　内水に起因する浸水被害で下水道で対策すべきものとして、内水、外水と分け
　　　　　て検討をしております。資料の表現をわかりやすくしてまいります。

【質疑】
　⑦圧送管の材質は何か。
　《回答》鋼管を使用しています。

　
　⑧以前、台船が衝突したこともあり弁天橋自体は大丈夫なのか。

　対応について報告。

　　とから達成ができています。内水氾濫については床上浸水となりますが、目標が２１
　　％となっているが、できるだけ早く１００％にすることが下水道法の目的だと考えま
　　す。床上浸水は、河川が要因なのか下水が要因なのか、または両方に問題があるのか
　　解析し、１００％にする指標を作るべきではないか。

３　その他

　　５月２５日及び６月１４日に発生した江の島圧送管の漏水事故について、事故の概要、

　【意見】塩害があるため、ダグタイル鋳鉄管が適切ではないか。


